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＊
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

◆
種
も
み
の
比
重
選
と
消
毒

①
種
も
み
の
準
備

　

乾
も
み
で
10
ａ
当
た
り
4
㎏
程
度

用
意
す
る
。

②
育
苗
箱
の
消
毒

　

育
苗
箱
は
事
前
に
き
れ
い
に
洗
い
、

イ
チ
バ
ン
乳
剤
（
5
0
0
〜
1
0
0

0
倍
／
瞬
時
浸
漬
ま
た
は
散
布
）

で
消
毒
を
し
て
お
く
。

③
比
重
選 

　

充
実
し
た
種
子
を
種
も
み
と
す
る

た
め
、
比
重
選
を
行
う（
表
１
）。沈

ん
だ
種
子
を
種
も
み
と
し
、
比
重
選

後
は
十
分
水
洗
い
を
す
る
。

④
種
も
み
の
消
毒 

 

比
重
選
の
終
わ
っ
た
種
も
み
は
水

を
切
っ
た
後
、
網
袋
等
に
5
分
目
程

度
入
れ
、
薬
液
（
表
2
）
に
24
時
間

浸
漬
す
る
。
こ
の
と
き
、

・
薬
液
の
温
度
は
10
度
以
下
に
し
な

い
。

・
浸
漬
中
は
1
〜
2
回
袋
を
薬
液
中

で
揺
す
り
、
十
分
薬
液
が
浸
透
す

る
よ
う
に
す
る
。

・
消
毒
が
終
わ
っ
た
後
、
水
洗
い
は

絶
対
に
行
わ
な
い
。

・
消
毒
後
は
水
切
り
し
、
１
日
程
度

陰
干
し
を
行
い
、
種
子
に
薬
剤
を

し
っ
か
り
と
付
着
さ
せ
る
。

◆
浸
種
・
芽
だ
し

　
十
分
に
吸
水
さ
せ
、
も
み
自
身
が

持
っ
て
い
る
発
芽
阻
害
物
質
を
浸
出

さ
せ
て
、
発
芽
ぞ
ろ
い
を
良
く
す
る

た
め
浸
種
を
行
う
。

　

種
子
消
毒
の
終
わ
っ
た
も
み
を
水

に
漬
け
、
ハ
ト
胸
程
度
に
催
芽
さ
せ

る
。
浸
種
日
数
は
、
水
温
が
20
度
で

は
4
〜
5
日
程
度
で
、
あ
ま
り
水
温

が
高
い
と
発
芽
が
ふ
ぞ
ろ
い
に
な
る
。

水
は
種
も
み
の
体
積
の
2
倍
程
度
必

要
。
2
日
く
ら
い
経
過
し
、
水
が
濁

っ
て
き
た
ら
静
か
に
水
を
入
れ
替
え

る
。

◆
は
種

　

育
苗
箱
に
育
苗
培
土
を
入
れ
、
ム

ラ
な
く
平
ら
に
し
、
十
分
か
ん
水
す

る
。
1
箱
当
た
り
催
芽
も
み
で
1
8

0
ｇ
（
乾
も
み
１
６
０
ｇ
）
を
均
一

に
ま
き
、
種
が
隠
れ
る
程
度
に
覆
土

す
る
。
出
芽
ま
で
か
ん
水
は
行
わ
な

い
。

◆
出
芽

　

は
種
後
、
25
〜
30
度
程
度
に
2
〜

3
日
保
て
る
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
や
保
温

シ
ー
ト
を
上
か
ら
か
ぶ
せ
て
保
温
す

る
。
育
苗
箱
の
積
み
重
ね
は
、
10
〜

15
枚
程
度
と
し
、一
番
上
に
は
土
を

入
れ
た
育
苗
箱
を
置
く
。
保
温
の
途

中
、
温
度
差
に
よ
る
出
芽
ム
ラ
を
な

く
す
た
め
、
上
下
の
箱
の
積
み
替
え

を
行
う
。

◆
緑
化

　

出
芽
し
た
白
い
芽
に
徐
々
に
弱
い

光
を
当
て
、葉
緑
素
を
形
成
さ
せ
る
。

急
に
直
射
日
光
や
高
温
に
さ
ら
さ
れ

る
と
白
化
現
象
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
の
で
、
2
〜
3
日
間
は
寒
冷
紗
等

で
被
覆
す
る
。
夜
温
は
10
度
以
上
に

保
つ
。

◆
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除

　

本
田
の
春
耕
は
丁
寧
に
行
い
、
貝

の
数
を
減
ら
し
て
お
く
。
入
水
時
に

は
水
田
の
取
水
口
に
度
5
〜
6
㎜
目

の
金
網
を
張
り
、
水
路
か
ら
水
田
へ

の
貝
の
移
動
を
防
ぐ
。

水
な
す

◆
ト
ン
ネ
ル
早
熟
栽
培

　

ト
ン
ネ
ル
早
熟
栽
培
で
は
生
育
を

早
め
る
た
め
、
引
き
続
き
ト
ン
ネ
ル

被
覆
を
行
う
。
日
中
は
ト
ン
ネ
ル
の

す
そ
を
開
け
て
換
気
し
、
ト
ン
ネ
ル

内
が
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

開
口
部
は
徐
々
に
広
く
し
、
5
月
中

旬
を
め
ど
に
除
去
す
る
。

　

ま
た
、
着
果
促
進
の
た
め
、
ホ
ル

モ
ン
剤
処
理
を
行
う
。
ホ
ル
モ
ン
剤

処
理
に
は
、
ト
マ
ト
ト
ー
ン
の
50
倍

液
を
用
い
、開
花
当
日
に
噴
霧
す
る
。

樹
勢
が
弱
い
場
合
は
一
番
果
を
と
る
。 

◆
病
害
虫
防
除

　

露
地
、ト
ン
ネ
ル
早
熟
栽
培
で
は
、

ウ
イ
ル
ス
病
予
防
の
た
め
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
類
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
防
除
に

努
め
る
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ

ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア

ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
発
生
に
注
意
し
、

発
生
初
期
の
防
除
に
努
め
る
（
防
除

薬
剤
は
表
3
を
参
照
）。

し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
病
害
虫
防
除

　

べ
と
病
の
被
害
が
増
加
す
る
時
期

で
あ
る
。
密
植
や
チ
ッ
ソ
肥
料
が
多

い
と
発
生
が
助
長
さ
れ
る
。
は
種
量

を
減
ら
し
て
薄
ま
き
し
、
ハ
ウ
ス
の

換
気
を
行
い
、
多
湿
を
避
け
る
。
適

切
な
肥
培
管
理
に
努
め
、
被
害
葉
は

ほ
場
に
放
置
せ
ず
に
、
処
分
す
る
。

5
〜
6
月
は
、
べ
と
病
の
被
害
が
多

く
な
る
の
で
、
発
生
前
に
は
Ｚ
ボ
ル

ド
ー
（
5
0
0
倍
／―

／―

）
で
防

除
す
る
。
た
だ
し
、
散
布
後
は
白
く

汚
れ
る
。 

＊
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
は
、
野
菜
類
で
登
録

が
あ
る
。

こ
ま
つ
な

◆
肥
培
管
理

　

栽
培
期
間
が
30
日
程
度
と
短
く
な

る
の
で
、
前
作
の
肥
料
の
残
存
量
を

勘
案
し
、
施
肥
量
は
減
ら
す
。
ハ
ウ

ス
内
で
は
水
分
不
足
に
な
る
と
要
素

欠
乏
な
ど
の
生
育
障
害
が
出
る
た
め
、

土
壌
水
分
に
注
意
す
る
。
ま
た
、
露

地
栽
培
で
は
栽
培
期
間
が
梅
雨
に
か

か
る
場
合
、
湿
害
が
出
や
す
い
の
で
、

高
う
ね
栽
培
し
、
水
は
け
を
良
く
す

る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

雨
が
多
い
と
白
さ
び
病
の
発
生
が

多
く
な
る
。
薄
ま
き
を
心
が
け
る
と

と
も
に
、
生
育
初
期
に
ラ
ン
マ
ン
フ

ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
3

日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
を
予
防
的

に
散
布
す
る
。

＊
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
非
結

球
あ
ぶ
ら
な
科
葉
菜
類
で
登
録
が

あ
る
。

た
ま
ね
ぎ

◆
収
穫

　

収
穫
の
目
安
は
、
葉
が
70
〜
80
％

程
度
倒
伏
し
た
頃
で
、
天
気
の
良
い

日
を
選
ん
で
収
穫
す
る
。

◆
貯
蔵
管
理

　

風
通
し
が
悪
い
と
病
気
が
発
生
し

や
す
い
の
で
、
た
ま
ね
ぎ
の
首
部
を

早
く
乾
燥
さ
せ
る
。

　

つ
り
小
屋
で
は
詰
め
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
。

み
か
ん

◆
開
花
期
の
防
除

　

訪
花
昆
虫（
コ
ア
オ
ハ
ナ
ム
グ
リ
、

ケ
シ
キ
ス
イ
類
）
は
、
幼
果
に
ひ
っ

か
き
傷
や
リ
ン
グ
状
の
傷
を
つ
け
る
。

ま
た
、
灰
色
か
び
病
は
、
果
実
に
う

ろ
こ
状
の
傷
を
つ
く
る
。

　

8
部
咲
き
〜
満
開
頃
に
、
訪
花
昆

虫
に
対
し
て
、
ロ
デ
ィ
ー
乳
剤
（
2

0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
4

回
以
内
）
を
散
布
し
、
灰
色
か
び
病

に
は
、
ス
ト
ロ
ビ
ー
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
倍
／

収
穫
14
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
を

散
布
す
る
。

　

ま
た
、
昨
年
ミ
カ
ン
ナ
ガ
タ
マ
ム

シ
の
被
害
（
半
月
状
の
成
虫
脱
出
孔

や
ノ
コ
ギ
リ
状
に
食
害
さ
れ
た
葉
が

あ
れ
ば
要
注
意
）が
あ
っ
た
園
で
は
、

成
虫
の
発
生
を
認
め
た
ら
ミ
ク
ロ
デ

ナ
ポ
ン
水
和
剤
85
（
1
7
0
0
倍
／

収
穫
21
日
前
ま
で
／
4
回
以
内
）
を

散
布
す
る
。

＊
ロ
デ
ィ
ー
乳
剤
、
ス
ト
ロ
ビ
ー
ド

ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
か
ん
き
つ

で
登
録
が
あ
る
。

◆
腹
接
ぎ
や
高
接
ぎ
に
よ
る
品
種（
系

統
）更
新
　

　
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

①
接
ぎ
木
時
に
穂
木
と
台
木
の
形
成

層
を
合
わ
せ
る
。

②
接
ぎ
木
部
へ
の
雨
水
の
侵
入
、
乾

燥
防
止
と
穂
木
の
固
定
の
た
め
、

接
ぎ
木
テ
ー
プ
で
し
っ
か
り
巻
く
。

③
活
着
後
は
、
接
ぎ
木
テ
ー
プ
を
破

っ
て
発
芽
で
き
な
い
場
合
は
、
部

分
的
に
テ
ー
プ
を
破
っ
て
発
芽
を

助
け
る
。

④
複
数
発
芽
す
れ
ば
、一
芽
だ
け
残

し
、
風
で
折
れ
な
い
よ
う
に
支
柱

に
誘
引
す
る
。

も
も
　

貯
蔵
養
分
に
よ
る
生
育
か
ら
、
新

葉
の
光
合
成
に
よ
る
養
分
へ
と
切
り

替
わ
る
時
期
で
あ
り
、
新
根
や
新
梢

の
伸
長
、
果
実
の
肥
大
が
盛
ん
と
な

る
。
そ
の
た
め
、
新
梢
管
理
、
摘
果
、

袋
掛
け
、
病
害
虫
防
除
と
作
業
が
遅

れ
な
い
よ
う
計
画
的
に
行
う
。

◆
摘
果
と
袋
掛
け

　

生
理
落
果
の
様
子
を
見
な
が
ら
、

摘
果
は
2
〜
3
回
に
分
け
て
行
う
。

早
生
品
種
は
、
30
〜
80
㎝
の
長
果
枝

に
品
質
の
良
い
果
実
が
な
り
や
す
い

た
め
、
最
終
的
に
長
果
枝
の
中
央
部

付
近
に
1
〜
2
果
、
30
〜
50
㎝
の
中

果
枝
に
１
果
を
残
し
、
5
月
中
下
旬

か
ら
袋
掛
け
を
行
う
。

　

晩
生
品
種
は
、
10
㎝
程
度
の
短
果

枝
を
中
心
に
残
す
。
残
す
割
合
は
、

短
果
枝
5
本
の
う
ち
１
本
に
１
果
と

な
る
よ
う
に
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

　

5
月
上
旬
に
、黒
星
病
や
灰
星
病
、

う
ど
ん
こ
病
の
防
除
に
、
ス
ト
ロ
ビ

ー
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0

倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
シ
ン
ク

イ
ム
シ
類
、
モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
の
防

除
に
は
、
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤

（
2
0
0
0
〜
4
0
0
0
倍
／
収
穫

前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）
を
散
布
す

る
。
ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
発

生
し
て
い
る
園
で
は
、
コ
テ
ツ
フ
ロ

ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
2
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

　

5
月
中
旬
に
は
、
せ
ん
孔
細
菌
病

の
防
除
に
、バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
5（
5

0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
4
回

以
内
）
を
散
布
す
る
。

う
め

◆
病
害
虫
防
除

　

黒
星
病
は
、
老
木
で
の
発
生
が
多

い
。
5
月
上
旬
に
、
ス
ト
ロ
ビ
ー
ド

ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
〜
3

0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3

回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
が
発
生

し
て
い
る
園
で
は
、
5
月
上
旬
に
モ

ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍

／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
散
布
す
る
。 

◆
実
肥

　

5
月
中
旬
に
、
10
ａ
当
た
り
燐
加

安
S
4
0
3（
14-

10-

13
）を
20
㎏
施

用
す
る
。 

い
ち
じ
く

◆
芽
か
き

　

芽
か
き
は
、
葉
が
3
〜
4
枚
展
開

す
る
頃
に
行
う
。
一
文
字
整
枝
で
、

せ
ん
定
時
に
2
芽
残
し
た
場
合
は
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
す
る
。 

①
上
芽
は
勢
力
が
強
く
な
り
過
ぎ
る

の
で
取
り
除
く
。

②
な
る
べ
く
主
枝
に
近
い
節
の
芽
を

残
す
。

③
生
育
の
早
過
ぎ
る
も
の
や
遅
過
ぎ

る
も
の
を
取
り
除
き
、
生
育
を
そ

ろ
え
る
。

④
果
実
へ
十
分
日
光
が
当
た
る
よ
う
、

主
枝
の
片
面
で
結
果
枝
が
40
㎝
間

隔
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
防
除
に
は
、
5

月
末
か
ら
6
月
上
旬
に
、
デ
ィ
ア
ナ

W
D
G
（
5
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
2
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

害虫名

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ

薬 剤 名 使用時期／使用回数

＊IRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなく
てはならない。
※モスピラン顆粒水溶剤、アファーム乳剤、アルバリン顆粒水溶剤は、アザミウマ類で登録がある。

IＲＡＣコード

3 Ａ

3 Ａ

4 Ａ

4 Ａ

1 3

4 Ａ

6

4 Ａ

1 3

3 Ａアーデント水和剤 1000倍

10a当たりの散布液量

100～300ℓ／10a

150～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

150～300ℓ／10a

収穫前日まで/3回以内

収穫前日まで/4回以内

収穫前日まで/2回以内

収穫前日まで/3回以内

収穫前日まで/4回以内

収穫前日まで/3回以内

収穫前日まで/2回以内

収穫前日まで/2回以内

収穫前日まで/4回以内

収穫前日まで/4回以内

トレボン乳剤

アーデント水和剤

アドマイヤー水和剤

モスピラン顆粒水溶剤

コテツフロアブル

モスピラン顆粒水溶剤

アファーム乳剤

アルバリン顆粒水溶剤

コテツフロアブル

希釈倍数

1000～2000倍

1000倍

2000倍

2000～4000倍

2000倍

2000～4000倍

2000倍

2000倍

2000倍

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

表3 なすの害虫防除に登録がある農薬

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ

薬 剤 名
ばか苗病
いもち病
もみ枯細菌病
苗立枯細菌病
苗立枯病
（リゾープス菌、トリコデルマ菌）
ごま葉枯病
褐条病

ばか苗病
もみ枯細菌病
苗立枯細菌病

テクリードＣ
フロアブル

イネシンガレセンチュウ スミチオン乳剤
（※3）

希釈倍数

浸種前／1回／
24時間種子浸漬

は種前／1回／
6～72時間浸漬

200倍

エコホープDJ
（※2）

浸種前～催芽前／－／
24～48時間種子浸漬200倍

1000倍

いもち病
苗立枯病（リゾープス菌） 200倍 浸種前～催芽前／－／

24時間種子浸漬
エコホープDJ

（※2）

＊RACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用
は避けなくてはならない。
※1　薬液の量は種もみの体積と同量以上作る。
※2 エコホープDJは微生物を有効成分とした、環境にやさしく、安全性の高いイネ種子

伝染性病害防除剤である。微生物を有効成分としているため、薬液は反復使用を避
け、24時間以内に使用する。また、過度の風乾を避ける。なお、エコホープDJは
テクリードCフロアブル等、一部の農薬との同時処理ができない。

※3　スミチオン乳剤はメーカーにより登録が異なるので、ラベルを確認して使用する。

ＲＡＣコード

Ｆ：3
Ｆ：Ｍ01

Ｆ：未

Ｆ：未

Ｉ：1Ｂ

使用時期／使用回数／使用方法
表2 種もみの消毒に登録がある農薬
病 害 虫 名

種 類
う る ち
も ち

表1 比重選における比重と硫安の量（水10ℓあたり）

1.08
1.06

1.4㎏
1.0㎏ 0.8㎏

1.1㎏
食 塩硫 安比 重

農薬の散布に十分ご注意を！
　平成18年5月より、農薬の残留基準値を厳しく規制する「ポジティブリスト制度」が施行され
ましたが、その後も、各地域で多くの事故が発生しています。
　農薬の使用責任は生産者です。「安全・安心」な農産物を提供するために、農薬使用基準の順守
は当然のことですが、農産物生産者のリスクを減らすためにも、生産履歴を必ず記帳し、農薬
散布の際には十分にご注意ください。
※家庭菜園でも、飛散による周辺農作物への影響がないかを十分ご確認の上、農薬を使用され
るようお願いします。

JAいずみの　2024年5月　12　JAいずみの　2024年5月



5 月 の 農 作 業

営農総合センター　指導販売課 072（444）8001営農総合センター　指導販売課 072（444）8001

＊
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。

◆
種
も
み
の
比
重
選
と
消
毒

①
種
も
み
の
準
備

　

乾
も
み
で
10
ａ
当
た
り
4
㎏
程
度

用
意
す
る
。

②
育
苗
箱
の
消
毒

　

育
苗
箱
は
事
前
に
き
れ
い
に
洗
い
、

イ
チ
バ
ン
乳
剤
（
5
0
0
〜
1
0
0

0
倍
／
瞬
時
浸
漬
ま
た
は
散
布
）

で
消
毒
を
し
て
お
く
。

③
比
重
選 

　

充
実
し
た
種
子
を
種
も
み
と
す
る

た
め
、
比
重
選
を
行
う（
表
１
）。沈

ん
だ
種
子
を
種
も
み
と
し
、
比
重
選

後
は
十
分
水
洗
い
を
す
る
。

④
種
も
み
の
消
毒 

 

比
重
選
の
終
わ
っ
た
種
も
み
は
水

を
切
っ
た
後
、
網
袋
等
に
5
分
目
程

度
入
れ
、
薬
液
（
表
2
）
に
24
時
間

浸
漬
す
る
。
こ
の
と
き
、

・
薬
液
の
温
度
は
10
度
以
下
に
し
な

い
。

・
浸
漬
中
は
1
〜
2
回
袋
を
薬
液
中

で
揺
す
り
、
十
分
薬
液
が
浸
透
す

る
よ
う
に
す
る
。

・
消
毒
が
終
わ
っ
た
後
、
水
洗
い
は

絶
対
に
行
わ
な
い
。

・
消
毒
後
は
水
切
り
し
、
１
日
程
度

陰
干
し
を
行
い
、
種
子
に
薬
剤
を

し
っ
か
り
と
付
着
さ
せ
る
。

◆
浸
種
・
芽
だ
し

　
十
分
に
吸
水
さ
せ
、
も
み
自
身
が

持
っ
て
い
る
発
芽
阻
害
物
質
を
浸
出

さ
せ
て
、
発
芽
ぞ
ろ
い
を
良
く
す
る

た
め
浸
種
を
行
う
。

　

種
子
消
毒
の
終
わ
っ
た
も
み
を
水

に
漬
け
、
ハ
ト
胸
程
度
に
催
芽
さ
せ

る
。
浸
種
日
数
は
、
水
温
が
20
度
で

は
4
〜
5
日
程
度
で
、
あ
ま
り
水
温

が
高
い
と
発
芽
が
ふ
ぞ
ろ
い
に
な
る
。

水
は
種
も
み
の
体
積
の
2
倍
程
度
必

要
。
2
日
く
ら
い
経
過
し
、
水
が
濁

っ
て
き
た
ら
静
か
に
水
を
入
れ
替
え

る
。

◆
は
種

　

育
苗
箱
に
育
苗
培
土
を
入
れ
、
ム

ラ
な
く
平
ら
に
し
、
十
分
か
ん
水
す

る
。
1
箱
当
た
り
催
芽
も
み
で
1
8

0
ｇ
（
乾
も
み
１
６
０
ｇ
）
を
均
一

に
ま
き
、
種
が
隠
れ
る
程
度
に
覆
土

す
る
。
出
芽
ま
で
か
ん
水
は
行
わ
な

い
。

◆
出
芽

　

は
種
後
、
25
〜
30
度
程
度
に
2
〜

3
日
保
て
る
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
や
保
温

シ
ー
ト
を
上
か
ら
か
ぶ
せ
て
保
温
す

る
。
育
苗
箱
の
積
み
重
ね
は
、
10
〜

15
枚
程
度
と
し
、一
番
上
に
は
土
を

入
れ
た
育
苗
箱
を
置
く
。
保
温
の
途

中
、
温
度
差
に
よ
る
出
芽
ム
ラ
を
な

く
す
た
め
、
上
下
の
箱
の
積
み
替
え

を
行
う
。

◆
緑
化

　

出
芽
し
た
白
い
芽
に
徐
々
に
弱
い

光
を
当
て
、葉
緑
素
を
形
成
さ
せ
る
。

急
に
直
射
日
光
や
高
温
に
さ
ら
さ
れ

る
と
白
化
現
象
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
の
で
、
2
〜
3
日
間
は
寒
冷
紗
等

で
被
覆
す
る
。
夜
温
は
10
度
以
上
に

保
つ
。

◆
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除

　

本
田
の
春
耕
は
丁
寧
に
行
い
、
貝

の
数
を
減
ら
し
て
お
く
。
入
水
時
に

は
水
田
の
取
水
口
に
度
5
〜
6
㎜
目

の
金
網
を
張
り
、
水
路
か
ら
水
田
へ

の
貝
の
移
動
を
防
ぐ
。

水
な
す

◆
ト
ン
ネ
ル
早
熟
栽
培

　

ト
ン
ネ
ル
早
熟
栽
培
で
は
生
育
を

早
め
る
た
め
、
引
き
続
き
ト
ン
ネ
ル

被
覆
を
行
う
。
日
中
は
ト
ン
ネ
ル
の

す
そ
を
開
け
て
換
気
し
、
ト
ン
ネ
ル

内
が
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

開
口
部
は
徐
々
に
広
く
し
、
5
月
中

旬
を
め
ど
に
除
去
す
る
。

　

ま
た
、
着
果
促
進
の
た
め
、
ホ
ル

モ
ン
剤
処
理
を
行
う
。
ホ
ル
モ
ン
剤

処
理
に
は
、
ト
マ
ト
ト
ー
ン
の
50
倍

液
を
用
い
、開
花
当
日
に
噴
霧
す
る
。

樹
勢
が
弱
い
場
合
は
一
番
果
を
と
る
。 

◆
病
害
虫
防
除

　

露
地
、ト
ン
ネ
ル
早
熟
栽
培
で
は
、

ウ
イ
ル
ス
病
予
防
の
た
め
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
類
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
防
除
に

努
め
る
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ

ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア

ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
発
生
に
注
意
し
、

発
生
初
期
の
防
除
に
努
め
る
（
防
除

薬
剤
は
表
3
を
参
照
）。

し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
病
害
虫
防
除

　

べ
と
病
の
被
害
が
増
加
す
る
時
期

で
あ
る
。
密
植
や
チ
ッ
ソ
肥
料
が
多

い
と
発
生
が
助
長
さ
れ
る
。
は
種
量

を
減
ら
し
て
薄
ま
き
し
、
ハ
ウ
ス
の

換
気
を
行
い
、
多
湿
を
避
け
る
。
適

切
な
肥
培
管
理
に
努
め
、
被
害
葉
は

ほ
場
に
放
置
せ
ず
に
、
処
分
す
る
。

5
〜
6
月
は
、
べ
と
病
の
被
害
が
多

く
な
る
の
で
、
発
生
前
に
は
Ｚ
ボ
ル

ド
ー
（
5
0
0
倍
／―

／―

）
で
防

除
す
る
。
た
だ
し
、
散
布
後
は
白
く

汚
れ
る
。 

＊
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
は
、
野
菜
類
で
登
録

が
あ
る
。

こ
ま
つ
な

◆
肥
培
管
理

　

栽
培
期
間
が
30
日
程
度
と
短
く
な

る
の
で
、
前
作
の
肥
料
の
残
存
量
を

勘
案
し
、
施
肥
量
は
減
ら
す
。
ハ
ウ

ス
内
で
は
水
分
不
足
に
な
る
と
要
素

欠
乏
な
ど
の
生
育
障
害
が
出
る
た
め
、

土
壌
水
分
に
注
意
す
る
。
ま
た
、
露

地
栽
培
で
は
栽
培
期
間
が
梅
雨
に
か

か
る
場
合
、
湿
害
が
出
や
す
い
の
で
、

高
う
ね
栽
培
し
、
水
は
け
を
良
く
す

る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

雨
が
多
い
と
白
さ
び
病
の
発
生
が

多
く
な
る
。
薄
ま
き
を
心
が
け
る
と

と
も
に
、
生
育
初
期
に
ラ
ン
マ
ン
フ

ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
3

日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
を
予
防
的

に
散
布
す
る
。

＊
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
非
結

球
あ
ぶ
ら
な
科
葉
菜
類
で
登
録
が

あ
る
。

た
ま
ね
ぎ

◆
収
穫

　

収
穫
の
目
安
は
、
葉
が
70
〜
80
％

程
度
倒
伏
し
た
頃
で
、
天
気
の
良
い

日
を
選
ん
で
収
穫
す
る
。

◆
貯
蔵
管
理

　

風
通
し
が
悪
い
と
病
気
が
発
生
し

や
す
い
の
で
、
た
ま
ね
ぎ
の
首
部
を

早
く
乾
燥
さ
せ
る
。

　

つ
り
小
屋
で
は
詰
め
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
。

み
か
ん

◆
開
花
期
の
防
除

　

訪
花
昆
虫（
コ
ア
オ
ハ
ナ
ム
グ
リ
、

ケ
シ
キ
ス
イ
類
）
は
、
幼
果
に
ひ
っ

か
き
傷
や
リ
ン
グ
状
の
傷
を
つ
け
る
。

ま
た
、
灰
色
か
び
病
は
、
果
実
に
う

ろ
こ
状
の
傷
を
つ
く
る
。

　

8
部
咲
き
〜
満
開
頃
に
、
訪
花
昆

虫
に
対
し
て
、
ロ
デ
ィ
ー
乳
剤
（
2

0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
4

回
以
内
）
を
散
布
し
、
灰
色
か
び
病

に
は
、
ス
ト
ロ
ビ
ー
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
倍
／

収
穫
14
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
を

散
布
す
る
。

　

ま
た
、
昨
年
ミ
カ
ン
ナ
ガ
タ
マ
ム

シ
の
被
害
（
半
月
状
の
成
虫
脱
出
孔

や
ノ
コ
ギ
リ
状
に
食
害
さ
れ
た
葉
が

あ
れ
ば
要
注
意
）が
あ
っ
た
園
で
は
、

成
虫
の
発
生
を
認
め
た
ら
ミ
ク
ロ
デ

ナ
ポ
ン
水
和
剤
85
（
1
7
0
0
倍
／

収
穫
21
日
前
ま
で
／
4
回
以
内
）
を

散
布
す
る
。

＊
ロ
デ
ィ
ー
乳
剤
、
ス
ト
ロ
ビ
ー
ド

ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
か
ん
き
つ

で
登
録
が
あ
る
。

◆
腹
接
ぎ
や
高
接
ぎ
に
よ
る
品
種（
系

統
）更
新
　

　
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

①
接
ぎ
木
時
に
穂
木
と
台
木
の
形
成

層
を
合
わ
せ
る
。

②
接
ぎ
木
部
へ
の
雨
水
の
侵
入
、
乾

燥
防
止
と
穂
木
の
固
定
の
た
め
、

接
ぎ
木
テ
ー
プ
で
し
っ
か
り
巻
く
。

③
活
着
後
は
、
接
ぎ
木
テ
ー
プ
を
破

っ
て
発
芽
で
き
な
い
場
合
は
、
部

分
的
に
テ
ー
プ
を
破
っ
て
発
芽
を

助
け
る
。

④
複
数
発
芽
す
れ
ば
、一
芽
だ
け
残

し
、
風
で
折
れ
な
い
よ
う
に
支
柱

に
誘
引
す
る
。

も
も
　

貯
蔵
養
分
に
よ
る
生
育
か
ら
、
新

葉
の
光
合
成
に
よ
る
養
分
へ
と
切
り

替
わ
る
時
期
で
あ
り
、
新
根
や
新
梢

の
伸
長
、
果
実
の
肥
大
が
盛
ん
と
な

る
。
そ
の
た
め
、
新
梢
管
理
、
摘
果
、

袋
掛
け
、
病
害
虫
防
除
と
作
業
が
遅

れ
な
い
よ
う
計
画
的
に
行
う
。

◆
摘
果
と
袋
掛
け

　

生
理
落
果
の
様
子
を
見
な
が
ら
、

摘
果
は
2
〜
3
回
に
分
け
て
行
う
。

早
生
品
種
は
、
30
〜
80
㎝
の
長
果
枝

に
品
質
の
良
い
果
実
が
な
り
や
す
い

た
め
、
最
終
的
に
長
果
枝
の
中
央
部

付
近
に
1
〜
2
果
、
30
〜
50
㎝
の
中

果
枝
に
１
果
を
残
し
、
5
月
中
下
旬

か
ら
袋
掛
け
を
行
う
。

　

晩
生
品
種
は
、
10
㎝
程
度
の
短
果

枝
を
中
心
に
残
す
。
残
す
割
合
は
、

短
果
枝
5
本
の
う
ち
１
本
に
１
果
と

な
る
よ
う
に
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

　

5
月
上
旬
に
、黒
星
病
や
灰
星
病
、

う
ど
ん
こ
病
の
防
除
に
、
ス
ト
ロ
ビ

ー
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0

倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
シ
ン
ク

イ
ム
シ
類
、
モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
の
防

除
に
は
、
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤

（
2
0
0
0
〜
4
0
0
0
倍
／
収
穫

前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）
を
散
布
す

る
。
ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
発

生
し
て
い
る
園
で
は
、
コ
テ
ツ
フ
ロ

ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
2
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

　

5
月
中
旬
に
は
、
せ
ん
孔
細
菌
病

の
防
除
に
、バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
5（
5

0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
4
回

以
内
）
を
散
布
す
る
。

う
め

◆
病
害
虫
防
除

　

黒
星
病
は
、
老
木
で
の
発
生
が
多

い
。
5
月
上
旬
に
、
ス
ト
ロ
ビ
ー
ド

ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
〜
3

0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3

回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
が
発
生

し
て
い
る
園
で
は
、
5
月
上
旬
に
モ

ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍

／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
散
布
す
る
。 

◆
実
肥

　

5
月
中
旬
に
、
10
ａ
当
た
り
燐
加

安
S
4
0
3（
14-

10-

13
）を
20
㎏
施

用
す
る
。 

い
ち
じ
く

◆
芽
か
き

　

芽
か
き
は
、
葉
が
3
〜
4
枚
展
開

す
る
頃
に
行
う
。
一
文
字
整
枝
で
、

せ
ん
定
時
に
2
芽
残
し
た
場
合
は
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
す
る
。 

①
上
芽
は
勢
力
が
強
く
な
り
過
ぎ
る

の
で
取
り
除
く
。

②
な
る
べ
く
主
枝
に
近
い
節
の
芽
を

残
す
。

③
生
育
の
早
過
ぎ
る
も
の
や
遅
過
ぎ

る
も
の
を
取
り
除
き
、
生
育
を
そ

ろ
え
る
。

④
果
実
へ
十
分
日
光
が
当
た
る
よ
う
、

主
枝
の
片
面
で
結
果
枝
が
40
㎝
間

隔
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
防
除
に
は
、
5

月
末
か
ら
6
月
上
旬
に
、
デ
ィ
ア
ナ

W
D
G
（
5
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
2
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。
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